










（ 続紙 １ ）                             
京都大学 博士（ 法   学 ） 氏名 西 山  由 理 花 
論文題目 
松田正久と政党政治の発展       






































































（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
松田正久は、佐賀藩の支藩出身の政党政治家で、自由党では板垣退助・星亨と連
携して、その後身の政友会では原敬と連携して、政党と政党政治の発展を主導し
た。この間、党の最高幹部の一人として蔵相・法相・文相を合わせて数度歴任し
た。ところが、松田家所蔵の史料が散逸したこともあり、松田については、日本政
党政治史の研究の中では断片的に触れられるだけで、まとまった研究はなかった。 
 本論文は、松田に関わった政治家・官僚等の一次史料や、新聞・雑誌の松田の発
言や論説等の新史料を基に、松田についての初めての本格的な伝記的研究として構
成されている。 
 本論文は、官僚出身の政党政治家原敬と党人派の松田とは対立していたという研
究に対し、基本的に二人は連携していたということを論証した。二人に共通してい
たのは、藩閥政府を批判するだけでなく、政治家の責任を自覚し、現実の可能性を
考慮して藩閥政府の政策を論評すべきとの姿勢であった。それは、政権に就いて行
政を効率化し、藩閥以上に国民の力を結集し、外交・内政を担当できる責任ある政
党を目指すことにつながった。これらは列強との協調外交、財政とバランスの取れ
た国防・産業・教育政策、国民の政治参加の漸進的な拡大等の政策になっていっ
た。 
 自由党時代の松田と星・板垣、政友会時代の松田と原・西園寺公望は、イギリス
風の政党政治を確立することを目標とした。このため、彼らは、党の幹部が主導権
を握り、衆議院議員を中核とした中央集権的で、政策の一体性のある近代的な政党
を作ろうとしたことを、松田を中心に明らかにした。 
 本論文は中央政治のみならず、松田の出身地九州の実情を示すことで、1890年代
初頭までの政党が各地域のゆるやかな結合によって形成されたもので、地域性が強
く、政策の一体性の弱いものであったことを示した。この中で自由党が九州の地域
性を克服して、九州にも地盤を形成し、衆議院の第一党になるにあたり、松田の存
在が大きかったこと等を論証した。 
 なお、選挙区のある佐賀県で、松田は実業家層ら名望家層に基盤を拡大し、地方
利益誘導に走らなかった。さらに、佐賀の乱が起こり、対外硬に傾き易い地域の対
外硬論を抑制するため、松田は江藤新平復権運動などにも加担しなかった等の指摘
も、興味深い。 
 本論文は松田正久研究にとって画期的であるのみならず、日本政党政治史研究の
水準も高めた。 
 よって、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しいものであり、かつ、
学界の発展に資するところが大きく、特に優れた研究であると認められる。 
 また、平成28年2月3日に調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った結
果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に
際しては当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
